

素案（平成12年11月1日）





私たちの横須賀は、三方に広がる海と緑あふれる自然の中で、近代文明の幕開けとなった黒船来航・横須賀製鉄所開設などの歴史の舞台として発展してきました。


  この恵まれた環境と交流の歴史の下で、横須賀は国際性豊かな都市文化と常に新しいことに挑戦する気概を身に付けてきました。21世紀にあっても、横須賀は再び新しい時代の先駆けとしての役割を果たし、自信と誇りをもって世界に貢献する都市になりたいと願っています。


21世紀は、市民一人ひとりが主体となって自ら個性を発揮し、お互いの可能性を生かして、より発展性のある関係を築き上げることにより、都市と市民の豊かさを生みだす時代です。


  横須賀が自己決定と自己責任を強く求められる中核市として新たな出発をするに当たって、市民、企業、行政が共に手を携えながら持てる可能性を遺憾なく発揮し、次のようなまちづくりに取り組むため、この憲章を定めます。





１ 多様な人々と交流し、世界に開かれたまちをつくります。


２ 自然環境を大切にし、海と緑のうるおいのあるまちをつくります。


３ 健康で働き、活気にあふれ、ゆとりのあるまちをつくります。


４ 豊かな知識と感性を身に付け、新しい文化を創造するまちをつくります。


５ お互いに助け合い、安全で安心した生活ができるまちをつくります。








第１次修正案（平成13年7月2日）





  私たち横須賀市民は、横須賀市が中核市として新たな出発をすることを機会に、市民、企業、


ＮＰＯ、市のそれぞれが主体となって責任を持って自ら個性を発揮し、共に手を携えながら、魅力あるまちづくりに取り組むため、この憲章を定めます。





１ 多様な人々が支え合い、交流する、世界に開かれたまちをつくります。


２ 自然環境を大切にし、海と緑のうるおいのあるまちをつくります。


３ だれもが生きがいや働きがいを持ち、活気にあふれたまちをつくります。


４ 歴史と文化を尊重し、知識と感性の豊かなまちをつくります。


５ 災害に強く、一人ひとりを大切にして、お互いに助け合うことで、安全で安心した平和な生活


   ができるまちをつくります。





第２次修正案（平成13年7月18日）





私たちの横須賀は、海と緑の恵まれた自然と世界に開かれた交流の歴史の下で、国際性豊かな都市文化と常に新しいことに挑戦する気概を身に付けてきました。


21世紀を迎え、私たち横須賀市民は、中核市として新たな出発をすることを機会に、市民、企業、行政が共に手を携え、横須賀の歴史と文化を尊重しつつ、新しい時代の先駆けとして、世界に貢献する都市を築くため、この憲章を定めます。





１ すべての国々や人々との交流を深め、国際社会に開かれたまちをつくります（国際社会に貢献し


   ます）。


２ 海と緑の豊かな自然を守り、うるおいと活気にあふれたまちをつくります（まちづくりをすすめ


   ます）。


３ 子どもが心豊かで健やかに育ち、だれもが生きがいを持てるまちをつくります（まちづくりをめ


   ざします）。


４ お互いに助け合い、すべての人が安心して生活できるまちをつくります（地域社会を築きます）。


５ 災害に強く、安全で平和なまちをつくります（まちの実現をはかります）。





第３次修正案（平成13年7月23日）





私たちの横須賀は、海と緑の恵まれた自然と世界に開かれた交流の歴史のもとで、豊かな都市文化と常に新しいことに挑戦する気概を身につけてきました。


21世紀を迎え、私たちは、中核市としての新たな出発を機に、市民、企業、行政が共に手を携え、郷土の歴史と文化を尊重しつつ、新しい時代の先駆けとして、魅力ある都市を築くため、この憲章を定めます。





１ すべての国々や人々との交流を深め、国際社会に開かれた（平和な）まちをつくります（国際社


   会に貢献します）。


２ 海と緑の豊かな自然を守り、うるおいと活気のあるまちをつくります（まちづくりをすすめま


   す）。


３ 子どもが心豊かで健やかに育ち、だれもが生きがいを持てるまちをつくります（まちをめざしま


   す）。


４ お互いに助け合い（思いやりのこころのある）、すべての人々が安心して生活できるまちをつく


   ります（地域社会を築きます）。


５ 災害に強い、安全で暮らしやすいまちをつくります（まちの実現をはかります）。





市民憲章（素案）から第3次修正案までの流れ
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